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秋

本
書
は
東
京
帝
大
山
田
教
授
の
工
業
経
済
箪
第
一
分
勝
で
あ
っ
て

全
勝
の
前
牛
に
該
薔
す
る
も
の
と
云
ふ
。
第
一
分
炒
た
る
本
書
は
二

編
に
分
た
れ
、
第
一
絹
は
工
業
経
済
撃
の
基
礎
概
念
を
、
第
二
編
は

工
業
経
済
理
論
を
取
扱
ふ
。

兜
づ
氏
は
工
業
の
意
義
を
確
立
し
た
る
後
、
工
業
経
済
笹
の
本
質

を
聞
返
と
す
る
。
工
業
経
臍
笹
は
氏
に
よ
れ
ば
工
業
経
済
現
象
を
封

象
と
し
て
そ
こ
に
支
配
す
る
因
果
的
法
則
を
明
か
に
す
る
祉
合
科
挙

で
あ
る
（
二
三
）
。
更
に
此
工
業
経
酒
現
象
を
現
代
祉
合
の
工
業
経
済

現
象
と
解
す
る
限
り
、
此
串
間
は
更
に
限
定
さ
れ
て
、
高
度
資
本
主

義
に
於
け
る
工
業
諸
現
象
を
経
済
理
論
的
に
説
明
す
る
祉
合
科
挙
と

な
る
（
三
七
）
。
礎
て
工
業
経
済
笹
は
理
論
経
済
塾
に
射
し
て
は
其
應

用
た
る
地
位
に
あ
る
（
二
〇
）
。

第
二
串
に
入
っ
て
現
代
工
業
技
術
の
特
質
、
正
に
機
械
及
び
設
備
、

就
中
機
械
に
つ
き
、
其
意
義
、
性
質
、
そ
の
技
術
的
影
響
が
論
ぜ
ら

れ
、
又
現
代
工
業
に
於
け
る
原
料
、
弊
働
の
夫
々
に
論
述
が
加
へ
ら

れ
る
。
第
三
章
に
於
て
著
者
は
工
業
の
経
管
形
態
を
取
扱
ひ
、
経
螢

形
悪
の
薔
展
を
略
欽
し
、
工
場
制
度
、
並
に
現
代
の
手
工
業
を
論
じ

て
、
第
一
編
を
終
っ
て
ゐ
る
。

第
二
編
の
第
二
軍
は
工
業
に
於
け
る
費
用
法
則
と
越
し
、
代
替
の

原
理
、
壁
用
と
生
産
量
と
の
関
係
、
供
給
債
柏
と
供
給
量
、
計
蓋
登

用
曲
線
に
つ
き
論
述
す
る
。
弟
二
草
は
工
業
立
地
論
で
あ
っ
て
、
立
地

論
上
の
基
礎
概
念
、
立
地
決
定
の
根
本
原
理
、
具
鰹
的
宜
例
へ
の
應

用
、
現
葺
化
の
諸
問
題
、
立
地
変
動
を
説
く
。

著
者
の
論
述
は
飽
く
ま
で
卒
明
、
た
だ
数
式
が
多
過
ぎ
る
嫌
は
あ

る
が
、
戎
程
度
の
理
解
を
も
つ
讃
者
に
射
し
て
は
坊
に
な
ら
な
い
。

又
参
考
文
献
の
塵
示
も
親
切
で
あ
る
か
ら
、
箪
問
と
し
て
の
工
業
経
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商

業

と

経

済

湾
撃
に
接
し
た
い
人
に
と
っ
て
近
来
の
良
書
と
考
へ
る
。

著
者
は
工
業
経
潜
忠
一
三
ぞ
理
論
経
清
風
一
の
庭
用
と
し
、
政
策
路
?
と
兵

な
る
債
値
判
断
の
混
入
を
拒
否
す
る
立
場
を
と
る
。
こ
の
立
場
は
私

共
の
賛
同
を
惜
し
ま
な
い
所
で
あ
る
。
大
、
に
著
者
は
工
業
攻
策
単
な

る
も
の
の
存
在
〕
ぜ
同
時
に
認
め
ら
る
る
様
子
で
あ
る
が
私
共
は
此
貼

に
も
疑
問
を
も
っ
、
併
し
こ
れ
は
白
面
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
今
論

宇
る
必
要
は
な
い
。
而
で
著
者
の
右
の
立
場
に
照
'
隠
し
て
本
書
に
は

従
来
の
類
書
に
見
ざ
る
理
論
的
色
調
が
強
く
浮
き
出
て
ゐ
る
。
克
も

第
二
加
の
刊
行
日
ぞ
待
た
な
け
れ
ば
全
住
の
論
述
が
此
調
子
を
以
て
進

行
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
知
ら
れ
な
い
が
、
本
加
の
関
す
る
限
り
に

於
て
、
確
に
此
姑
は
本
書
の
一
特
色
で
あ
る
。
工
業
攻
策
、
或
は
工

業
経
済
の
題
名
の
下
に
、
工
業
に
関
す
る
一
切
の
知
識
や
盛
り
上
け

た
る
の
感
を
兎
が
れ
な
か
っ
に
往
時
の
混
沌
か
ら
、
理
論
の
コ
ス
モ

スJ

が
美
は
し
く
立
昇
っ
て
来
た
の
は
、
常
然
の
事
な
が
ら
私
共
の
喜

こ
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

更
に
も
一
つ
の
特
色
は
工
業
立
地
論
ケ
主
要
な
る
地
位
に
於
て
取

入
れ
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
此
黙
は
拙
著
工
業
経
潰
理
論
に
於
て
立
地

論
に
一
辛
を
割
い
た
前
例
身
除
き
他
に
は
例
が
な
い
と
忠
ふ
。
私
の

一
九
四

、、

さ
さ
や
か
な
試
み
が
、
よ
り
有
力
な
る
後
継
者
冶
見
出
し
に
こ
と
は

私
の
特
に
欣
快
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
か
か
る
個
人
的
立
場
や
離
れ

て
此
結
に
も
我
恩
一
向
の
進
歩
が
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
守
喜
び
に

い
。
工
業
経
漕
墜
に
立
地
論
が
取
扱
は
れ
る
な
ら
ば
、
理
論
経
済
皐

、、

に
も
よ
り
抽
象
的
な
形
で
立
地
論
が
組
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
従
来
の
理
論
経
済
撃
は
空
間
の
存
花
伝
無
視
す
る
所
の
完
全

競
争
の
俄
定
を
立
て
、
此
理
論
を
入
る
』
倣
地
を
な
く
し
て
ゐ
る
。

私
は
此
事
守
不
活
と
考
へ
多
少
の
見
解
を
公
に
し
た
が
我
皐
界
は
此

問
題
に
針
し
て
殆
E
無
理
解
の
態
度
を
と
っ
て
ゐ
る
。
流
石
に
ピ

グ
ー
は
此
方
面
に
開
拓
の
一
歩
や
進
め
、
〉
ク
ェ

l
パ
!
の
立
地
論
を

筒
略
な
が
ら
紹
介
せ
る
事
は
此
一
汲
の
路
一
者
に
於
て
は
恐
ら
く
最
初

で
あ
ら
う
。
私
は
山
田
教
授
か
ら
理
論
終
溶
壊
に
於
け
る
立
地
論
の

取
扱
に
つ
き
問
、
ぎ
た
い
気
.
か
す
る
。

川
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工
業
経
済
鼠
一
ご
ゲ
理
論
経
瀦
阜
の
膝
用
と
す
れ
ば
工
業
経
波
風
一
の
理

、、

論
は
よ
り
具
躍
的
な
る
べ
き
は
や
同
然
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
な
る
理

論
研
理
論
終
演
墜
に
委
せ
、
如
何
な
る
理
論
を
工
業
経
済
撃
に
入
る

べ
き
か
は
相
蛍
困
難
の
問
題
で
あ
り
、
恐
ら
く
著
者
の
主
観
を
入
る



る
係
地
大
な
る
も
の
と
思
惟
す
る
。
従
て
本
書
に
於
け
る
山
田
救
授

の
「
費
用
法
則
』
の
展
開
そ
も
著
者
濁
自
の
計
書
一
に
出
る
も
の
と
し
て

敬
な
リ
ぜ
去
す
る
に
容
で
な
い
。
併
し
な
は
私
は
著
者
の
親
切
に
穫
す

る
も
の
と
は
云
へ
叙
述
の
成
部
分
は
依
り
に
経
済
原
論
的
な
る
の
感

、
ゆ
が
一
避
け
符
な
い
。
例
へ
ば
限
界
坐
・
産
力
均
等
の
法
則
の
数
問
一
式
に
よ

る
説
明
の
如
き
割
愛
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
光
ら
う
か
。

次
に
本
主
の
設
地
に
泊
り
疑
問
と
感
じ
た
二
三
の
貼
や
記
し
て
泣

き
た
い
。
|
|
著
者
は
通
常
大
量
生
産
の
利
金
と
云
は
る
る
も
の
に

二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
し
、
そ
の
一
は
短
期
間
に
於
て
生
産
量
な
増

大
す
る
こ
と
が
草
枕
技
用
の
節
約
山
村
・
坐
守
る
古
ず
で
あ
り
、
そ
の
ご
は

長
期
間
に
瓦
っ
て
印
ち
技
術
の
後
一
史
在
許
し
て
生
産
規
模
や
抜
大
す

る
事
が
技
用
上
の
利
盆
を
中
一
宇
る
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
而
て
第

一
の
場
合
を
大
量
生
産
の
利
盆
と
呼
ぶ
こ
と
に
針
し
、
第
二
の
場
合

在
大
規
模
生
産
の
利
盆
と
呼
ん
で
雨
者
山
信
匝
別
さ
れ
、
(
一
五
九
頁
)

特
に
こ
の
匹
別
に
京
大
性
な
奥
へ
ら
れ
る
。
(
一
七
六
頁
註
四
)
併

し
私
は
此
国
別
に
は
可
成
の
困
難
が
伴
ふ
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。

氏
に
よ
れ
ば
技
術
の
後
克
な
詳
し
て
生
・
産
規
模
冶
抜
大
す
る
事
が
大

規
模
生
・
尿
の
利
盆
そ
ん
仲

h
F

ぜ
し
め
る
。
併
し
叉
技
術
の
唯
一
歩
に
の
み
大

山
川
文
雄
氏
若
工
業
桜
前
車
(
第
一
分
加
)

規
模
坐
産
の
利
金
dq
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
持
働
の
組

織
化
、
原
料
費
の
節
約
(
一
九
七
頁
)
原
料
大
量
購
入
の
利
盆
、
心
理

的
に
需
要
者
の
信
用
身
博
し
、
庚
止
ロ
費
販
貰
設
等
な
節
約
し
得
る
こ

と
等
を
皐
け
ら
る
る
(
一
九
八
頁
)
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
併
し

こ
こ
に
列
皐
さ
る
る
利
盆
は
氏
の
所
謂
大
量
生
産
に
伴
つ
で
も
生
宇

る
利
盆
で
は
な
い
光
ら
う
か
。
生
産
設
備
の
謎
更
と
は
本
質
的
関
係

を
も
っ
て
ゐ
る
と
は
忠
へ
な
い
。

大
規
模
と
云
へ
ば
固
定
的
設
備
の
大
な
る
こ
と
み
聯
想
す
る
の
が

普
通
で
あ
る
が
、
固
定
的
設
備
は
生
・
産
手
段
の
一
つ
に
渇
ぎ
守
、
こ

れ
の
み
に
よ
っ
て
規
模
の
大
小
身
云
々
す
べ
き
理
論
上
の
根
擦
は
存

在
し
な
い
と
忠
ふ
。
規
模
の
大
小
は
、
生
産
手
段
の
全
般
、
即
ち
組

合
さ
れ
に
る
全
生
・
産
要
素
の
且
一
一
旦
に
よ
っ
て
云
々
さ
る
べ
き
も
の
と
考

へ
る
。
従
て
氏
の
如
き
意
味
で
大
量
生
産
と
大
規
模
生
産
冶
分
つ
こ

と
は
不
蛍
で
あ
る
と
見
る
。
・
次
に
短
期
的
考
察
と
長
期
的
考
察
の
匝

別
の
主
要
な
る
こ
と
は
勿
論
認
め
る
。
長
期
的
考
察
に
て
は
技
術
の

進
歩
が
眼
中
に
入
る
が
、
技
術
の
進
歩
は
一
方
的
に
固
定
的
設
備
の

強
大
(
従
て
高
償
)
に
導
か
宇
、
却
て
其
、
縮
少
(
印
ち
其
低
成
化
)
に
も

導
く
こ
と
を
同
時
に
注
怠
す
べ
き
で
あ
る

G
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商

業

と

経

済

山
田
氏
の
工
業
立
地
論
は
既
に
経
済
論
集
上
に
於
け
る
「
工
業
立

地
論
の
根
本
問
題
」
「
工
業
立
地
論
現
質
化
の
諸
問
題
」
な
る
論
文
に

よ
り
護
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
書
第
二
編
は
大
控
此
論
文
を
牧
録
さ
れ

に
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
右
の
論
文
に
於
て
私
の
所
論
に
屡
々
勝
れ

て
論
評
さ
れ
た
。
そ
れ
に
封
し
私
は
な
ほ
答
滞
在
致
さ
な
い
で
ゐ
る

が
、
そ
の
中
の
数
個
所
に
つ
き
氏
の
説
に
啓
愛
さ
れ
、
同
意
す
る
そ

何
ら
ざ
る
と
共
に
、
叉
疑
問
の
容
易
に
去
り
難
い
も
の
も
あ
る
。
本

稿
に
て
は
僅
々
一
二
の
貼
に
つ
き
所
感
を
略
記
す
る
に
と
h

と
め
る
。

工
業
立
地
論
は
氏
に
よ
れ
ば
工
業
.
申

、
、
、
、

所
に
定
位
す
る
か
を
経
癒
率
的
に
・
説
明
す
る
理
論
で
あ
る
。
(
二

O

二
頁
)
こ
れ
に
針
し
私
は
勿
論
何
等
の
田
持
論
山
ぜ
も
に
な
い
。
然
る
に

氏
は
註
に
於
て
山
西
正
鑑
氏
と
共
に
私
の
設
(
工
業
経
湾
理
論
)
冶
掲

け
、
私
が
工
業
立
地
の
問
題
在
、
材
料
産
地
、
消
費
地
、
弊
働
供
給

地
に
封
し
如
何
な
る
地
理
的
関
係
に
あ
る
地
粘
に
工
業
の
立
地
は
定

ま
る
や
の
問
題
と
解
す
る
と
云
へ
る
こ
と
に
不
十
分
の
意
味
を
表
さ

、
、
、

れ
、
立
地
論
は
立
地
の
事
資
dq
経
済
撃
的
に
説
明
す
べ
き
事
が
、
そ

の
主
要
な
る
事
柄
で
あ
る
事
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云

は
れ
る
。
私
は
立
地
問
題
と
は
何
ぞ
や
を
云
ひ
、
氏
ば
立
地
論
と
は

一
九
六

何
ぞ
や
を
云
は
る
る
、
雨
者
の
ピ
ン
ト
の
異
な
る
こ
と
冶
論
外
と
す

、
、
、

る
も
、
工
業
経
済
墜
に
於
て
立
地
を
論
守
る
場
合
、
工
業
立
地
論
と

、
、
、
、

は
立
地
の
事
宜
を
経
済
準
的
に
説
明
す
る
も
の
な
る
こ
と
や
事
克
明

示
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
寧
ろ
不
必
要
な
る
事
で

あ
る
と
私
は
考
へ
る
。
恰
も
理
論
経
清
国
一
亡
於
て
、
利
子
論
の
目
的

、
、
、
、

は
利
子
を
経
済
墜
的
に
説
明
云
々
と
云
ふ
こ
と
の
不
必
要
な
る
如

、
、
、
、

く
。
氏
が
特
に
「
経
法
恩
的
」
と
傍
貼
守
附
し
て
此
鮎
を
市
一
視
さ
る
る

が
故
に
此
疑
惑
や
述
べ
て
泣
く
。

次
に
企
業
の
総
利
潤
を
立
地
要
素
と
見
ら
る
る
事
に
も
私
は
敢

て
反
針
し
な
い
、
併
し
こ
の
設
の
根
祇
と
な
っ
て
ゐ
る
氏
の
ワ
ヱ
l

パ

l
批
評
に
封
し
私
は
疑
守
も
つ
。
氏
に
よ
れ
ば
ワ
ェ
l
パ

l
は

各
費
用
項
目
に
関
し
て
夫
々
設
用
利
盆
や
考
へ
、
運
建
設
の
最
小
な

る
地
貼
に
先
づ
立
地
が
成
立
し
、
然
る
後
弊
働
設
の
最
小
な
る
地
貼

と
の
聞
に
再
び
立
地
の
宇
が
起
こ
る
と
解
す
る
、
然
る
に
事
資
は
淫

逸
費
の
最
小
な
る
A
貼
と
弊
働
費
の
最
小
な
る
B
貼
以
外
の
第
三
貼

C
に
立
地
が
定
ま
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
印
ち
運
送
費
は
A
に
於
け

る
よ
り
大
で
あ
り
、
附
労
働
費
は
B
に
於
け
る
よ
り
大
な
る
C
助
か
立

地
と
な
り
得
る
と
設
か
れ
る
。
最
後
の
貼
は
勿
論
正
し
い
が
、

私
が



品
目
+
同
し
こ
げ
乃
式
、

l
E時
4

，+企可
S

I

M

i

-

-

ー、〆，
E
L
-
-
，zu
、

が
移
動
し
て
、
持
働
費
段
小
の
地
貼
に
至
る
や
否
ゃ
を
問
題
と
は
せ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

示
、
運
建
設
最
小
の
地
知
と
、
持
働
賛
に
於
て
此
地
よ
り
低
廉
な
る

他
の
多
く
の
地
貼
と
在
針
服
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
税
野
に

入
り
来
る
も
の
は
B
則
一
つ
で
は
な
く
、
(
何
も
A
貼
よ
り
持
働
費
低

き
一
切
の
地
貼
で
あ
り
、
従
て
立
地
が
C
馳
に
定
ま
り
得
る
こ
と
は

りヱ
1
l

パ
!
の
理
論
に
於
て
常
然
の
事
な
の
で
あ
る
。
山
田
氏
は
内
/
工

l
パ
l
在
此
姑
で
誤
解
さ
れ
て
ゐ
る
と
評
す
る
外
は
な
い
。
同
一
の

設
解
は
数
年
前
野
副
主
次
氏
(
経
済
阜
論
集
昭
和
六
年
八
月
披
)
の
論

文
に
で
も
犯
か
さ
れ
、
此
誤
解
の
上
に
全
論
文
が
築
か
れ
て
ゐ
る
こ

と
に
驚
い
に
こ
と
が
あ
る
。

ワヱ
1
l

パ
l
は
運
迭
費
最
小
の
地
貼
か
ら
立
地

以
上
私
の
紹
介
は
紹
介
文
の
陛
裁
}
ぜ
成
さ
な
か
っ
に
か
も
知
れ
な

い
。
著
述
の
論
評
は
著
者
と
同
等
以
上
の
苦
心
な
経
験
し
に
者
へ
の

み
詐
さ
れ
る
。
私
も
こ
れ
な
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
、
に
も
不
拘
私

は
著
者
の
苦
心
身
内
民
ふ
こ
と
少
く
、
立
(
椴
秘
な
云
々
す
る
事
の
み
多

か
つ
に
か
と
芯
ふ
。
著
者
の
究
恕
な
乞
ふ
と
共
に
、
第
二
加
の
公
刊

や
読
者
と
共
に
待
ち
に
い
。

山
田
文
雄
氏
者
工
業
経
済
同
十
(
第
一
分
加
)

九
七




